
令和５年度事業報告 

 

世界的な流行となった新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月に感染法上の位置づ

けを「２類」から「５類」に移行した。これにより、行動制限が大きく緩和され、生活は

新型コロナ前の状態に戻り、旅行者、特にインバウンドの回復により全国的に賑わいが戻

ってきた。また、コロナ禍の中で生じた住民意識の変化は、農山漁村地域への移住や旅行

ニーズの高まりにつながってきている。 

協議会では、こうしたニーズの変化を踏まえ、農山漁村に宿泊し、滞在中に食事や体験

等を楽しむ「農泊」が引き続き重要であると考え、グリーン・ツーリズムの推進方向とし

て「農泊」を位置づけ、本県での農泊事業に取り組んできた。 

  具体的には、これまで取り組んできた農泊の主要な３分野（宿泊、食事、体験）での

実践者の掘り起こしと分野別ネットワークの拡充に加え、農泊を推進していくため、「や

まがた的田舎旅」を通じて県内各地での農泊体験企画に取り組んだ。 

  また、農林水産省では、農泊のすそ野を拡大するため、農泊推進のための県単位での

ネットワーク組織の構築と農泊実施地域の選定に取り組むよう要請があり、５年度から

当協議会が県内の農泊実施地域を選定、当地域と連携しながら農泊を通した地域活性化

に取り組んでいる。 
 
《独自事業》 

１．情報発信事業 

⑴ SNS を活用した情報発信 

協議会 HP「やまがた的グリーン・ツーリズム」と併せ、SNS（X（旧 Twitter）、 

Facebook、Instagram）を活用した情報発信を継続的に実施 

《フォロワー数》 

 R１ R2 R3 R4 R5 

X（旧 Twitter） 2,361 2,450 2,521 2,503 2,419 

Facebook  592  645 753 1,132 1,327 

Instagram  235  401 504 548 612 
 

⑵ 会員チラシ等のダイレクトメールでの送付 

○会員からの送付の希望を受け、会員チラシ等を一括して DM で送付 

送付先：914 世帯（県内 608 世帯、県外 306 世帯） 
      昨年度 2 回目：946 世帯（県内 633 世帯、県外 313 世帯） 

送付日：7 月 7 日 

     送付会員：11 会員（昨年度 6 会員） 

          全国向け 8 会員、県外のみ 1 会員、県内のみ 2 会員 

  〇チラシを作成していない会員から希望を募り、会員情報をまとめたチラシ 

「Yamagata Information」を作成・DM で送付 

 

⑶ 「さくらんぼナビ」の運営 
    「さくらんぼナビ」の正常な運営を行うため、地図情報として使用しているグーグルマップの

アクセス数が有料となる一定量（月 28,000 アクセス）を超えた場合の使用料を支払うこととし

ている。 

第 1 号議案 



    令和 5 年度は一定量を超えなかったため超過料金は発生しない。これに伴い、登録会員への精

算金の請求はない。 

     アクセス数：5 月 1,499（4,316）、6 月 3,335（10,473）、7 月 500（828） 
 
⑷ 関係団体との連携 

  ①関係団体への継続参加 

    会費納入 山形県観光物産協会（20,000 円）、山形県教育旅行誘致協議会（30,000 円） 

         山形県農業会議（30,000 円） 

    その他  日本ファームステイ協会、農林水産業活性化推進本部、やまがた 6 次産業化戦略推

進本部、おいしい山形推進機構、食育県民運動・地産地消推進本部、やまがた 6 次

産業人材育成コンソーシアム、やまがた広域観光協議会 
 
  ②山形県さくらんぼ＆フルーツ PR 協議会との連携 

さくらんぼをはじめとする県産フルーツの持つ魅力や訴求力を活用したプロモーションを展開

することにより、県産フルーツの認知度の向上や観光交流の拡大を図り、もって本県の果樹農業

及び観光業その他の産業の発展並びに地域振興に寄与することを目的に発足した。 

   1）令和 5 年度第 1 回総会 （書面決議） 

     日程：令和５年５月２２日（月）（提出〆切） 

     内容：第 1 号議案 令和 4 年度事業報告（案）について 

        第 2 号議案 令和 4 年度収支決算（案）について 

        第 3 号議案 令和 5 年度事業計画（案）について 

        第 4 号議案 令和 5 年度収支予算（案）について 

   2）「やまがた紅王」デビュー記念イベント （事務局長代理出席） 

     日程：令和５年６月１７日（土） 

     会場：最上川ふるさと総合公園センターハウス 

     内容：トークショー （知事、王将果樹園 矢萩社長（当協議会会員）ほか 計 6 名） 

   3）令和 5 年度第 2 回総会 （会長出席） 

     日程：令和５年９月７日（木） 

     会場：山形県自治会館 

     内容：山形県さくらんぼ栽培 150 周年に向けた取組みについて（意見交換） 

   4）令和 5 年度第 3 回総会 （会長出席） 

     日程：令和６年２月１５日（木） 

     会場：ホテルメトロポリタン山形 

     内容：令和 5 年度収支予算の補正について（議案） 

山形県さくらんぼ栽培 150 周年に向けた取組みについて（協議） 
 
③みやぎグリーン・ツーリズム推進協議会との連携 

   1）みやぎグリーン・ツーリズム推進協議会 講演会への参画（事務局長参加） 

日程：令和５年６月１３日（火） 

     会場：パレスへいあん（仙台市） 

     内容：遠野の事例から学ぶ都市農村交流の現状と今後の課題 

講演：認定 NPO 法人遠野・里・暮らしネットワーク 

 チーフディレクター  田村 隆雅 氏 

   2）２０２４ネットワーク大会 in 大崎（事務局 2 名参加） 

日程：令和６年３月２日（土） 

     会場：大崎市田尻文化センター（参加者約 100 名） 

     内容：持続可能な地域づくり戦略 蔵王農泊振興協議会会長 相澤 国弘氏 ほか 



２．受入態勢整備事業 

実践者間のネットワーク形成や人材育成、多様な分野の会員が連携協働する活動を

支援するため、予算の範囲内で会員に助成金を交付。 

・上期分を令和 5 年 2 月末、下期分を 8 月末に応募受付 

・新たな活動への支援を強化するため、同一事業への継続支援に対しては引き続き、 

調整率による減額を継続   4～6 年連続 25％減、7 年以上連続 50％減 

 

〇 受入態勢整備事業助成金による活動の支援 

 《助成金の交付先》 

今年度の採択は 13 件、助成決定額 872,500 円であり、事業中止により中止した 

１件を除き、事業実施することができた。 

    最終の助成実績は 12 件、助成額 755,640 円となった。 

 

⑴ 実践者ネットワーク形成支援事業 

      1）高畠町グリーン・ツーリズムネットワーク 助成額 75,000 円 

        「たかはたマルシェ」の開催、情報誌「たぐつね」の発行（継続 5 年目） 

      2）農家のお宿の会             助成額 54,000 円 

          「山形・農家のお宿ガイド」をリニューアル発行（初年度） 

3）長井市グリーン・ツーリズムネットワーク  助成額 100,000 円 

         首都圏と地方との交流拡大のため交流体験プログラム及び研修会を実施（継続2年目） 

      4）庄内産直組織連絡会議          助成額 100,000 円 

         課題解決のための会員研修会及び会員協働 PR 事業を実施（新規・継続 6年目） 

5）もがみ農村体験ネットワーク       助成額 10,640 円 

         仙台市内イベントでの加工品販売やワークショップの実施（初年度） 

6）置賜グリーン・ツーリズムネットワーク    助成額 100,000 円（新規） 

多くの指導者を育成し受入態勢の整備を図るため、自然観察指導員講習を共催 

7）酒田市グリーン・ツーリズム推進協議会  助成額 34,000 円（継続 19 年） 

   ガイドマップの作成 

8）めざみの里グリーン・ツーリズム推進協議会 助成額 100,000 円（新規） 

          実践者の資質向上と地域活性化を目指すため、地元食材を活かした郷土料理を 

提供するイベントを実施  

   9）エイチ・アンド・カンパニー㈱（いいでカヌークラブ）助成額 100,000 円（新規） 

新たなアクティビティの創出のため地域事業者と連携し、冬季間に 

「氷瀑ツアー」を実施 
 
    ⑵ 人材育成支援事業 

庄内町グリーン・ツーリズム推進協議会  助成額 22,000 円（新規） 

         体験事業先進地へ出向き、体験事業の現状・運営体制等の状況について研修を実施 
 
    ⑶ 協働企画実践支援事業 

1）だいちゃん農園ゲストハウス       助成額（中止） 

          やまがた的田舎旅の企画として地域実践者と連携した体験事業を実施（事業中止） 

2）（一社）観光資源マネジメントやまがた     助成額 30,000 円（継続 2 年目） 

         やまがた的田舎旅の企画として「しらい自然館」と連携した体験事業を実施 

 3）農家民宿 百笑家 姫            助成額 30,000 円（新規） 

         やまがた的田舎旅の企画として「ドメーヌ楽酒楽粋」と連携した体験事業を実施 



３．普及啓発事業 

 （1）地域活動推進事業 

    地域活動推進事業助成金による総合支庁単位での活動を支援 

     下記事業に対し助成額 508,000 円を交付 

① 「やまがた的田舎旅」等の活動支援 

実践者のネットワーク組織、又は総合支庁が実践者と連携して実施する 

「やまがた的田舎旅」等の活動を支援 

採択件数 4 件、助成額計 360,200 円 

      1）やまがた広域観光協議会（村山総合支庁）       助成額 150,000 円 

        大江町で実施する「やまさぁーべの農泊体験」及び 

村山市で実施する「親子で体験！初夏の味覚さくらんぼと村山のバラを満喫！」 

 

      2）グリーン・ツーリズム推進協議会最上地区（最上総合支庁）助成額 54,200 円 

        金山町・真室川町で実施の「神室山登山と農家民宿を楽しむ農泊体験 

（夏 実施、秋は天候不良で中止） 

 

      3）置賜グリーン・ツーリズムネットワーク（置賜総合支庁） 助成額 50,000 円 

        白鷹町で実施する「山形の花 日本一の生産量を誇る白鷹町で紅花収穫体験ツアー」 

 

      4）庄内観光コンベンション協会（庄内総合支庁） 

        酒田市・遊佐町で実施する「庄内の農泊体験」1 コース 助成額  106,000 円 

 

② その他の活動支援 

助成件数 2 件、助成額 147,800 円 

      1）グリーン・ツーリズム推進協議会最上地区（最上総合支庁） 

          戸沢村で実施した会員研修会「教育旅行プログラム体験」助成額 48,000 円 

 

      2）置賜グリーン・ツーリズムネットワーク（置賜総合支庁） 助成額 99,800 円 

  SNS 置賜農産物プレゼントキャンペーン、仙台市でのイベント出店 

     

  



（2）会報の発行 

    会員の方々の情報交換等を目的として会報を発行 

    ○会報 vol.12 を 12 月に発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）産直市の開催 

山形県観光物産協会が主催する「Happy Friday in 霞城セントラル」へ産直市を

出店。会員の出店の場として提供。 

    ・日程：4 月～3 月の毎月 1 回（原則第 4 金曜日） 

    ・場所：霞城セントラル１階アトリウム 

    ・出店状況：4/28（5 会員）、5/26（6 会員）、6/23（7 会員）、7/28（10 会員）、 

8/25（10 会員）、9/22（9 会員）、10/13（10 会員）、11/24（10 会員） 

12/22（8 会員）、1/26（8 会員）、2/16（7 会員）、3/22（8 会員） 

計 12 回（延べ 98 会員が出店） 

・出店者から出店負担金（各回 500 円）を徴収し、その範囲内で開催に要する経費

を賄う 

・2 ヶ月に 1 回程度 PR チラシ（各回 500 部）を作成し、周辺に配置 

  これまで 5 月、7 月、9 月、11 月、1 月に作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．農泊推進事業 

（1）農家民宿等連携事業 

「農家のお宿の会」の活動を支援 

①農家のお宿サイトの運営 

〇宿泊申込みの受付状況 

令和 5 年度申込み 192 件（453 名）中、成約 113 件（250 名） 
  地域別の申込：県内 24 件、東北 19 件、関東 105 件、海外 7 件（台湾、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）、その他 37 件 

   令和 4 年度申込み 131 件（317 名）中、成約 74 件（193 名） 

   地域別の申込：県内 13 件、東北 12 件、関東 80 件、海外 2 件、その他 24 件 

〇英語版宿泊申込フォームの新設 

  インバウンド需要に対応するため、農家のお宿サイト英語版の個別ページに、 

宿泊申込フォームを新設した。 
 
   ②「農家のお宿の会」例会の開催 

    １）第 11 回例会 

日 時：9 月 14 日（木） 

出席者：25 名中 6 名出席 

  概 要：今後の取組方向等について協議 

   １）令和 4 年度の事業報告及び決算について 

２）令和 5 年度の事業活動及び予算について 

     「山形・農家のお宿ガイド」を 20,000 部作成 など 

   ３）報告事項 

①「やまがた的田舎旅」の実施状況・今後の企画について  

    ②「ファームステイ品質認証・向上支援制度」施設調査について 

４）意見交換 

①役員体制について、運営体制を円滑に行うため次回改選時から副代表 

２名を新設してはどうか、との提案は承認された。 

②第 12 回例会は講師（農家民宿星雪館 門脇富士美 氏（秋田県仙北市）） 

を招き研修会を行うこと、対象者は協議会会員に広げて募集、講演後に 

意見交換会を実施。 

    ２）第 12 回例会（「やまがた農泊研修会」として実施） 

日 時：令和 6 年 3 月 5 日（火）14：00～ 

  出席者：25 名中 7 名出席 

会 場：村山市「Link MURAYAMA」 １F リビング 

  内 容：①講 演：仙北市のグリーン・ツーリズムと私のグリーン・ツーリズム 

 講師：農家の宿 星雪館 門脇富士美 氏(秋田県仙北市） 

②事例発表：村山市の農泊事業「アグリランドむらやま」について 

     講師：村山市農林課６次産業係長 小玉隆宣 氏 
 
③ふるさと納税返礼品としての共通農泊体験チケットの発行 

農家民宿に宿泊しながら農山村を体験できる 1 泊 2 日の 

農泊体験の共通チケット 

（宿泊 1 泊、食事 2 食、体験をセットに 10,000 円で提供） 

「農家のお宿の会」に加盟する農家民宿の中の 12 軒が参加 
寄付金額：136,000 円   発行件数： 4 枚 



④「やまがた的田舎旅」の実施支援 

「農家のお宿の会」の農家民宿が「やまがた的田舎旅」を実施する際に、体験費

用を対象に参加者一人当たり 2,000 円を支援 

 支援先：農家民宿 清定   （さくらんぼ 6 名、12,000 円） 

農家民宿 若松屋   （さくらんぼ 6 名、12,000 円） 

     農家民宿 百笑家 姫（夏 5 名、10,000 円） 

民泊耕房 とら豆  （夏 6 名、12,000 円、秋 6 名 12,000 円） 

だいちゃん農園ゲストハウス （秋 6 名、12,000 円） 

                              計 70,000 円 

   

（2）農泊総合ガイド事業 

農泊に関連する宿泊、食事、体験、直売、風景の 5 分野を一元的に紹介する「やま

がた農泊総合ガイド」を令和 4 年 3 月末に発行、同年 4 月から県内及び宮城県内の関

係書店、協力店で販売した。令和 6 年 3 月 20 日で販売終了とし、残部は事務局で希

望者へ販売する。また、移住定住関係の資料等として活用予定。 

 

  ①作成冊数 2,000 冊 

  ②販売方法 販売価格 990 円（税込） 

    主な書店での販売を中心に、販売に協力が得られる施設でも販売 

    販売手数料として販売価格の 20％を提供 

  ③販売期間 

 令和 4 年 4 月 20 日～令和 6 年 3 月 20 日 

  ④販売実績 

ア）一般販売       販売冊数  518 冊 

a）書店での販売数（27 店舗） 

八文字屋（10 店舗）           183 冊 

 こまつ書店（6 店舗）           186 冊 

宮脇書店（2 店舗）              48 冊 

未来屋書店（7 店舗）            76 冊 

丸善ジュンク堂書店（1 店舗）   19 冊 

ブックユニオンやまがた（1 店舗） 6 冊  

ｂ）販売協力店での販売 9 ヶ所       183 冊 

    ｃ）事務局              63 冊 

                        売上合計  764 冊 

   イ）販促・プレゼント等       287 冊 

   ウ）掲載者への提供                 348 冊 

   エ）在庫数             601 冊 

 

  ④販促活動  

1）広告掲載 

山形新聞「山の日」特集紙面 8/11 発行 

広告に掲載 掲載費用 33,000 円 

 

 



   2）ガイドブックプレゼントキャンペーン 

      ・山形県観光情報番組 YBC「ワクワク！やまが旅」 

5/6 放映 ５冊（応募数 178 件）、9/23 放映 5 冊（応募数 166 件） 

      ・河北新報「河北ウィークリーせんだい」7/13 発行 28 冊（応募数 30 件） 

      ・河北新報夕刊 7/6、7/13 発行 10 冊（応募数 11 件） など 
 
   3）県外事務所への提供 

      ・名古屋事務所、大阪事務所へ提供（各 10 冊） 

        企業誘致の際のツールとして活用してもらう。 

      （東京事務所へは、移住定住促進センターを通して 4 年度に提供済） 
 
   4）山形県移住・交流フェアへの提供 

      ・11 月 26 日東京交通会館で行われた同フェアへ 50 冊提供 

       来場者へ配布し、農泊の PR に努めた。 
 

 ⑤「やまがた農泊総合ガイド」情報の Web への組込み 

「やまがた農泊総合ガイド」を基に、Web サイトの充実を図るため、サイト内に 

モデルコース（各エリア 2 コース）を作成し、県内農泊の魅力を発信した。 
 
（3）「やまがた的田舎旅」実施事業 

令和４年度から県内各地で農泊体験ができる企画を本格実施し、参加者からの喜びの声

も多数いただいてきた。また、実践者が連携して体験企画を実施する下地も育まれてきた。 

これまで培ってきた体験企画をブラッシュアップしながら農泊体験を提供し、本県農山

漁村地域への来訪を促進してきた。 

また、企画を行うにあたり、実践者相互及び実践者と関係機関等の連携を図りながら、

実践者に農泊への取り組みを促してきた。 

 

  ①「やまがた的田舎旅」の企画コンセプト 

山形県内の緑豊かな農山漁村にある農家民宿やゲストハウス、コテージ、古民家

や旧校舎などをリノベーションした宿泊施設に宿泊し、その地域で採れる新鮮な食

材を使った食事を味わい、その土地ならではの体験や交流を楽しむ 1 泊 2 日を基本

とした農泊体験企画 

 

  ②実施方法 

実践者相互又は総合支庁と実践者が協働し、上記の企画コンセプトのもとに農泊

を体験する企画を構築。これらの農泊体験企画を協議会が県全体の「やまがた的田

舎旅」として組み立て、来訪者に企画を提供していく。 

1）総合支庁が地域の実践者と連携して企画を構築 

      これまでの事業のブラッシュアップを行い、２企画を構築 

総合支庁への活動支援となる「地域活動推進事業助成金」で支援〔再掲〕 

2）「農家のお宿の会」の農家民宿が企画を構築 

農家民宿での宿泊に近隣の実践者と連携した体験を付加した企画 

 付加した体験に要する経費を対象に参加者一人当たり 2,000 円を支援〔再掲〕 

3）実践者が相互に連携して企画を構築 

     主体となる実践者を中心に各々が役割分担する企画 

「受入態勢整備事業助成金」を活用して支援（予算枠内で対応） 



  ③実施の考え方 

1）３期に分けて実施 

     夏：6 月中旬～8 月末、秋：9 月上旬～11 月末、冬：1 月上旬～2 月末 

  （R4：７月中旬➡R5：６月中旬に変更。「さくらんぼ」での誘客を図った） 

2）参加者の一般募集 

協議会サイト内に応募フォームを設置し、協議会事務局が一括して申込みを受付 

（各実施主体でも申込みを受付、実施主体が参加者を管理） 

3）旅行業法に抵触しない方法による実施 

 

  ④実施事業 

1）各総合支庁が地域の実践者と協働して実施  「地域活動推進事業助成金」で支援【再掲】 

 企画団体 企画の概要 

置賜 置賜グリーン・ツー

リズムネットワーク 

やまがたアルカディ

ア観光局 

「山形のさくらんぼ農作業体験ツアー」 

6/15（木）～6/16 日（金）、中津川農家民宿 

参加費 9,000 円（1 泊 2 食） ◆定員 9 名➡キャンセル中止 

村山 村山市観光協会 

農協観光㈱ 

「親子で体験！初夏の味覚さくらんぼと村山のバラを満喫！」 

6/17（土）～6/18（日）、山形ゲストハウス 

参加費 大人 10,000 円(1 泊 2 食) ◆定員 8 名 ➡ 参加 3 名 

最上 

 

もがみ農村体験ネ

ットワーク 

農家民宿果菜里庵 

「東北のミニアルプス『神室山』を満喫できる農泊体験」 

7/１(土)～7/２(日)、農家民宿 果菜里庵 

参加費 大人 9,000 円（1泊 3 食） ◆定員 8 名 ➡ 参加 7 名 

村山 

 

やまさぁーべ 「目指せ！水遊びマスター」 

7/1（土）～7/2（日）、大江町山里交流館やまさぁーべ 

参加費 15,000 円（1泊 4食） ◆小学生限定 25 名 ➡ 参加 25 名 

 

置賜 

 

置賜グリーン・ツ

ーリズムネットワ

ーク 

やまがたアルカデ

ィア観光局 

「山形の花 日本一の生産量を誇る白鷹町で紅花収穫体験ツアー」 

7/15（土）～7/16（日）、農家民宿山野草→変更 木林森カフェ・B＆B 

参加費 8,000 円（1 泊 2食） ◆定員 5 名 ➡参加  5 名 

庄内 

 

庄内総合支庁 

庄交トラベル 

「庄内の海と里の魅力を満喫する農泊体験！」 

9/2（土）～9/3（日）、農家の宿 母家、農家民宿 松べえ 

参加費 14,500 円（１泊２食） ◆定員 4 組  ➡参加なし 

 

庄内 

 

庄内総合支庁 

庄交トラベル 

「庄内の海でアジングに挑戦！釣った魚を捌いて食べる田舎旅！！」 

10/14（土）～10/15（日）、四季の森しらい自然館 

参加費大人 12,400 円（１泊２食） 

◆定員２名～４名以内の家族４組   ➡参加 3 組 8 名 

最上 

 

もがみ農村体験ネ

ットワーク 

農家民宿 

果菜里庵 

「神々が宿る山！「神室山」修験の道 農泊体験」 

10/21(土)～10/22(日、農家民宿 果菜里庵 

参加費 9,000 円（1 泊 3食） 

◆定員 8名 ➡参加 ６名 ➡荒天により中止 

 

中止 

中止 

中止 



 2）実践者相互で実施       受入態勢整備事業助成金の「協働企画実践支援事業」で支援 

 企画団体 企画の概要 

協働 

企画 

観光資源マネジメ

ントやまがた（山

形中央観光） 

「遊佐でめいっぱい遊ぶ！学ぶ！わくわく冒険の旅に出かけよう！！」 

8/5（土）～8/6（日）、四季の森しらい自然館 

参加費 16,000 円（1泊 4食） ◆定員 20 組 20 名～30 名程度 ➡参加 18 名 

 

3）「農家のお宿の会」の農家民宿が実施  参加者一人当たり 2,000 円を支援【再掲】 

 企画団体 企画の概要 

お宿 

の会 

だいちゃん農園 「ミステリアスさくらんぼ果樹園 in Daichan Farm」 

6/10・11、6/24・25、7/1・2（土日） 

「だいちゃん農園ゲストハウス」 

参加費 大人 16,000 円(1 泊３食) ◆定員 5 名/日➡キャンセル中止 

お宿 

の会 

農家民宿 清定 「黒川能の里 de さくらんぼ狩りとりんご農家体験」 

6/15（木）～6/30（金）、農家民宿 清定 

参加費 大人 10,000 円(1 泊 2 食) 

◆定員 5 名/日 ➡参加 6 名（6/20 2 名、6/26 4 名） 

お宿 

の会 

農家民宿 

善左エ門・ 

若松屋 

「田舎に泊まってさくらんぼ狩りと笹巻きづくり」 

6/17（土）～7/30（日）、農家民宿 善左エ門、若松屋 

参加費 大人 10,000 円（1 泊 2 食） 

◆定員 5 名/日 ➡ 参加 6 名（若松屋） (6/17 4 名、6/25 2 名) 

お宿 

の会 

農家民宿 

百笑家 姫 

 

「夏だ！どっぷりスイカ農家の暮らし体験」 

7/25（火）～8/10（木）、農家民宿 百笑家 姫 

参加費 6,500 円（1 泊 3食） 

◆定員 2 組/日（8名まで）（1名～OK）➡参加 5 名（7/29 3 名、8/3 2 名） 

お宿 

の会 

民泊耕房  

とら豆 

 

「民泊耕房とら豆 de 夏の尾花沢の収穫体験」 

７/29（土）～7/30（日）、民泊耕房 とら豆 

参加費 9,000 円（1 泊 2食） ◆定員 2 組 ➡参加 2 組６名 

 

お宿 

の会 

だいちゃん農園 「朝日町ワイン祭りとりんご狩り体験」 

9/23（土）～9/24（日）、だいちゃん農園ゲストハウス 

参加費 15,000 円（1泊 2食）◆定員 2組 6 名 ➡申込 2 組 6 名 

 

お宿 

の会 

民泊耕房  

とら豆 

「実りの秋 尾花沢ほその村で収穫体験＆山形の芋煮をつくっちゃおう！」 

10/14（土）～10/28（土）、民泊耕房とら豆 

参加費 10,000 円（1泊３食） 

◆定員 2 組/日（5名まで）➡参加 2 組 6 名 （10/14 2 名、10/21 4 名） 

お宿 

の会 

農家民宿 

百笑家 姫 

 

「日本三雪のひとつ 尾花沢市で雪を楽しもう」 

1/20（土）～2/18（日）、農家民宿 百笑家 姫 

参加費 10,500 円（1泊 2食） 

◆定員 １組/日（1名～4名） （11 歳以上）➡ 少雪のため中止   

お宿 

の会 

農家民宿 

百笑家 姫 

 

～新酒を味わう～田舎に泊まって、盃を交わしながら農家と語ろう（ドメーヌ楽

酒楽粋とのコラボ事業） 

3/9～10（土日）、3月 16～17（土日）、農家民宿 百笑家 姫 

参加費 11,000 円（1泊 2食） 

◆定員 2 組/日（2名～8名：20 歳以上） ➡ 3/9 3 名、3/16 2 名   

中止 

中止 



⑤開催情報の発信 

    1）Web ページの発信 ≪一部県委託事業「農泊推進に向けた広域ネットワーク拡大事業」》 

・協議会サイトの「やまがた的田舎旅」コンテンツから情報発信 

      「やまがた的田舎旅」として季節毎(春・さくらんぼ、夏、秋、冬)・企画毎に 

個別ページを開設し、応募フォームを使って参加者を募集 

     ・各企画の終了後にモニターからの体験レポートをコンテンツに内に掲載   

 

                《トップページのバナー》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



    2）PR チラシの作成 
《県補助事業「グリーン・ツーリズム NEWS 発行事業」》 

      5 月発行：さくらんぼ・夏（6 月～8 月実施）11 企画の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      7 月発行：秋（9 月～10 月実施）5 企画の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   3）ターゲット別 PR 媒体での情報発信 

  ① 仙台市周辺在住者向け PR 

河北新報「河北ウィークリーせんだい」7/13 発行 220,000 円 

     ② 仙台市周辺在住者向け PR 

「仙台発・大人の情報誌 りらく」   7/28 発行 250,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    《河北ウィークリーせんだい 7 月 13 日》        《りらく 7 月 28 日号》 

 

   4）新聞への掲載 

 

       《山形新聞 5 月 21 日》            《河北新報 5 月 28 日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



       《河北新聞夕刊 7 月 6 日》         《河北新報夕刊 7 月 13 日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       《山形新聞 8 月 1 日》             《河北新報 8 月 22 日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                        《山形新聞 1月 7 日》 

 

 



   5）「やまがた的田舎旅」PR 動画の制作 

     県内の農泊（泊まる・食べる・体験する）をＰＲし、「やまがた的田舎旅」への

参加者を増やしていくため、３分（日本語・英語）と 1 分（日本語）の動画を制

作し、当協議会ＨＰコンテンツ「動画ギャラリー」として３分動画を掲載した。 

     委託事業者：ここりり映像（山形市嶋北） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑷ ファームステイ品質認証・向上支援制度事業（旧農泊品質評価支援事業） 

日本ファームステイ協会が実施する「ファームステイ品質認証・向上支援制度」の

施設調査を実施した。 

≪施設調査の実施≫ 

日程：9 月 4 日（月）～5 日（火）  

評価員：日本航空㈱客室乗務員 1 名 

調 査：3 軒で実施（農家民宿 いからし本家、農家民宿 

 果菜里庵、だいちゃん農園ゲストハウス） 

※令和 6 年 3 月 日本ファームステイ協会の審査会で決定 

3 月認証。5 月総会時に認証書を交付。 

※9 月 19 日（火）～20 日（水）の両日、品質認証を受けた   

施設（R5 に受けた施設を含む）への旅行企画を検討するため、農協観光職員４名が農家 

民宿を視察した。 

9 月 19 日… 飯豊町中津川地域の民宿 7 軒 

9 月 20 日… だいちゃん農園ゲストハウス、蔵民宿あおやぎ、農家民宿若松屋 

 

⑸ 農泊実施地域の選定事業【新規】 

当協議会は、都道府県単位のネットワーク組織として、県内の「農泊実施地域」の

選定及び選定地域の情報発信を行い、農泊の取組みを行った。 

①令和 5 年度で農泊実施地域を選定（４団体） 

 9 月 28 日選定 ・めざみの里グリーン・ツーリズム推進協議会（飯豊町全域） 

        ・村山市長（村山市全域） 

        ・鮭川村観光協会（鮭川村全域） 

3 月 13 日選定 ・真室川町長（真室川町全般） 

②令和５年度「農泊実施地域」に選定された地域を紹介する Web コンテンツ「訪ねて 

みたい 農泊エリアをご紹介！」サイトで魅力を紹介した。 

（真室川町は令和 6 年度に Web コンテンツを作成予定） 

令和 5 年 6 月 6 日 山形新聞 

（日本語） （英語） 



 ⑹ インバウンド対応に向けた事業【新規】 

    インバウンドが増加し、地方への旅行者も増加している中、本県での農泊利用を推

進していくため、インバウンド旅行者に向けた方策について検討。 

①インバウンド意見交換会 7 月 20 日（木）に実施 

   インバウンド方策検討の第 1 歩として、インバウンドに造詣が深い方々に、受入 

態勢、情報発信などインバウンドへの対応方策に関する、率直な意見をお聞きした。 

    〇坂井奈緒さん（農家のお宿の会会計、山形ゲストハウス代表） 

○佐々木隆馬さん（副会長、大江町山里交流館やまさぁーべ 館長） 

○志藤一枝さん（幹事、農家のお宿の会代表、だいちゃん農園 GUEST HOUSE） 

    〇髙橋陽子さん（幹事、酒田市 GT 協議会事務局、元気インターナショナル理事長） 

    ○八木文明さん（会長、葉っぱ塾代表） 

②「農家のお宿の会」英語サイトの充実 

   「農家のお宿の会」英語サイト内の各会員ページに、申込みフォームを新設。 

また、「農家のお宿の会」英語サイトに、お問合せフォームを新設した。 

③「やまがた的田舎旅」ＰＲ動画（英語版）を製作・情報発信 

 当協議会 Web ページ内「動画ギャラリー」及び「やまがた的田舎旅」コンテンツ 

     内にＰＲ動画を新設し、情報発信を行った。（再掲） 

    

 

 

５．総会、役員会、幹事会の開催 

（1）第 1 回拡大幹事会 令和５年５月 10 日（水） 

    協議内容：・総会議案について 

         ・役員の改選について 

         ・農泊実施地域の選定に関する「山形県グリーン・ツーリズム推進協議会規約」改正 

及び「山形県グリーン・ツーリズム推進協議会 農泊実施地域選定要領」の制定 

（2）総 会      令和５年５月２５日（木） 

    議  題：・令和４年度事業報告及び収支決算について 

・役員の改選について 

         ・農泊実施地域の選定に関する「山形県グリーン・ツーリズム推進協議会規約」改正 

及び「山形県グリーン・ツーリズム推進協議会 農泊実施地域選定要領」の制定 

         ・令和５年度事業計画及び収支予算（案）について 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 5 月 26 日  山形新聞 



（3）第 1 回役員会   令和５年９月 28 日（木） 

    協議内容：・受入態勢整備事業助成金の下期分等の審査について 

・令和５年度事業の実施状況について 

・農泊実施地域の選定審査について  ほか 

（4）第 2 回拡大幹事会 令和５年 12 月 6 日（水） 

    協議内容：・令和５年度事業の実施状況について 

・令和６年度事業の展開方向いついて ほか 

・令和５年度（下期）受入態勢整備事業助成金申請に関する審査 ほか 

                           

（5）第 2 回役員会   令和６年３月 13 日（水） 

    協議内容：・令和５年度事業の実施状況について 

・令和６年度事業の実施方向について 

・農泊実施地域の選定審査について  ほか 

 

 

 

 

  



 

《県補助事業》 

１．グリーン・ツーリズム推進事業 
（1）「グリーン・ツーリズム NEWS」の発行 

    事務局による旬のグリーン・ツーリズム情報の発信（年 2 回発行） 

    「やまがた的田舎旅」の PR チラシを作成 

  ①5 月発行 

    「やまがた的田舎旅」のさくらんぼ・夏企画分（7 月～8 月実施）の紹介 

17,000 部作成、県内外 385 ヶ所に配置 

  ②7 月発行 

「やまがた的田舎旅」の秋企画分（9 月～10 月実施）の紹介 

18,000 部作成、県内外 384 ヶ所に配置 

  

（2）HP「やまがた的グリーン・ツーリズム」の管理運営 

   主要な４つのコンテンツ（「泊まる」「食べる」「体験する」「買う」）での情報発信と併せ、

「新着・イベント情報」と「会員トピックス」を活用し、協議会事業の発信や会員の旬な情報等の

収集など、Web サイトを活用した情報発信を積極的に実施 

   併せて、会員情報データベース「農～んびりやまがた発見ナビ」のメンテナンスを継続的に行っ

た。 

   

  ①アクセス件数（ページビュー数） 

 R1 R2 R3 R4  R5 

メインサーバー 55,484 45,362 41,581 ※148,770 55,788 

農～んびりやまがた発見ナビ 63,509 78,474 85,751 85,774 63,166 

さくらんぼナビ(5～7 月) 89,084 9,187 8,273 19,246 5,334 

農家のお宿サイト 32,535 36,416 35,891 43,918 57,473 

農園ランチめぐりサイト 32,684 87,634 89,589  117,798 

総アクセス数 273,296 257,073 261,085 297,708 299,559 

     ※農園ランチコンテンツを含む 

  ②「会員トピックス」及び「新着・イベント情報」の積極的な活用 

   《発信件数》  80 件（R4：74 件） 

会員 16 件（5 件）、事務局 49 件（37 件）、県及び市町村 15 件（32 件） 

  ③データベース「農～んびりやまがた発見ナビ」の情報更新 

    格納データ 691 件 うち協議会会員  130 件 

（新規登録 1 件、内容修正 26 件、登録削除 0 件） 

 

 

  



 

≪ 県委託事業 ≫ 

 

「農泊推進に向けた広域ネットワーク拡大事業」 

 

《委託業務の実施状況》 

 

①広域的な実践者ネットワークの拡充 

農泊・農山漁村体験利用拡大のための地域資源（農家民宿、農家レストラン、農山 

漁村体験）の実践者の掘り起こしや、既存のネットワークを踏まえつつ、より広域的な

ネットワーク形成を目的とした現地調査及び地域資源別 Web サイトで情報を発信 

   1）農家民宿 

    《調査箇所》 

     「農家のお宿の会」の会員である１軒の民泊を選定 

村山市   山形ゲストハウス（「LinkMURAYAMA」内） 

    《実施状況》 

事業者に委託して現地調査を行い、これをもとに農家のお宿サイトに個別ペー

ジを作成（英語版ページも作成） 

       委 託 先：AISOHO 株式会社 

   2）農山漁村体験施設 

    《調査箇所》 

全県での農山漁村体験ネットワークに参加意向のある 1 ヶ所の体験施設・  

団体を選定 

       飯豊町 YAMAGATA EXPERIENCE（いいでカヌークラブ） 

    《実施状況》 

       事務局で現地調査を行って資料を作成した。これをもとに事業者に委託して

農山漁村体験情報コンテンツ内に個別ページを作成 

 

②農泊実施地域の情報発信（再掲） 

当協議会で選定した「農泊実施地域」の現地調査を行い、当地域を Web サイトで 

情報を発信 

◆Ｗeb サイト：「訪ねてみたい 農泊エリアをご紹介！」（３地域） 

 ・めざみの里グリーン・ツーリズム推進協議会（飯豊町全域） 

 ・村山市長（村山市全域） 

 ・鮭川村観光協会（鮭川村全域） 

※真室川町は、６年度にＷeb コンテンツを作成予定 

 

③「やまがた農泊総合ガイド」情報のＷeb サイトの拡充（再掲） 

「やまがた農泊総合ガイド」をもとに、Web サイトの充実を図るため、サイト内に 

「モデルコース」（各エリア 2 コース）を作成し、県内農泊の魅力を発信した。 

 

  ④「やまがた的田舎旅」の情報発信（再掲） 

県内各地で具体的な農泊を体験できる企画を引き続き提供していくため、「やまが 

た的田舎旅」の Web サイトを充実させ、更なる情報発信を行った。 



 

 １）Web サイトの拡充 

トップページ改修、企画ごとの個別ページ作成、予約フォーム組入、 

参加者の意見・感想の掲載 等 

   

    ２）PR 媒体での情報発信（ターゲット別） 

      ア）仙台市周辺在住者 

➡ フリーペーパー「河北ウイークリーせんだい」掲載 

          月刊誌「仙台発・大人の情報誌「りらく」」掲載 

       イ）田舎旅への参加者向け・インバウンド向け 

 ➡ 「やまがた的田舎旅」PR 動画の制作・編集 

           ・イメージ動画の制作 
(田舎旅への参加者として多い年代層及びインバウンド向け) 

           ・３分（日本語・英語）と 1 分（日本語）動画を制作 

 

 

 

 

 

 


